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来
春
の
「
中
央
大
学
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
（
大
学
院
戦
略
経

営
研
究
科
）」
開
設
を
記
念
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
12
月
１
日
、

来
年
度
以
降
教
壇
に
立
つ
教
員

を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
招
き
、
駿
河

台
記
念
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

来
年
４
月
に
金
融
商
品
取
引

法
（
Ｊ

－

Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
）
で
す
べ

て
の
上
場
企
業
に
内
部
統
制
が

導
入
さ
れ
る
の
を
控
え
て
、「
企

業
戦
略
と
内
部
統
制―

守
り
か

ら
攻
め
へ―

」
を
テ
ー
マ
に
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
企
業
担

当
者
ら
約
２
２
０
人
が
参
加
し
、

パ
ネ
リ
ス
ト
の
講
演
、
討
論
を

熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。

　

永
井
和
之
総
長
・
学
長
の

挨
拶
、
小
口
好
昭

副
学
長
の
開
会
の
辞

で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
会
。
藤
沼
亜
起
氏

（
東
京
証
券
取
引
所

グ
ル
ー
プ
取
締
役
及

び
自
主
規
制
法
人
理

事
、
前
日
本
公
認
会

計
士
協
会
会
長
）
が

「
強
固
な
内
部
統
制

の
構
築
と
運
用
」
と

題
し
て
、
ま
た
総
合

政
策
学
部
の
丹
沢
安

治
教
授
（
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル

開
設
準
備
室
副

室
長
）
が
「
内

部
統
制
導
入
と

そ
れ
以
後
の
企

業
戦
略
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
そ

れ
ぞ
れ
基
調
講

演
し
た
。

　

昼
食
を
は
さ

ん
で
午
後
は
、

中
央
大
学
大
学

院
法
務
研
究
科

の
野
村
修
也
教

授
が
法
律
家
の

立
場
か
ら
、
内

部
統
制
の
罰
則
領
域
を
は
っ
き

り
定
め
る
こ
と
の
必
要
性
を
主

張
。
ま
た
武
蔵
大
学
経
済
学
部

の
久
保
田
敬
一
教
授
が
専
門
の

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
理
論
の
立
場
か

「
企
業
戦
略
と
内
部
統
制
」を
テ
ー
マ
に

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
開
設
記
念
シ
ン
ポ
開
く

ら
、
日
本
企
業
が
ア
メ
リ
カ
型

の
利
益
至
上
主
義
に
な
り
日
本

の
得
意
分
野
で
あ
る
も
の
づ
く

り
や
サ
ー
ビ
ス
が
疎
か
に
な
る

こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

こ
の
後
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
開
設
準
備
室
の
杉
浦
宣

彦
副
室
長
の
司
会
で
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
移
り
、

丹
沢
教
授
は
「
内
部
統
制
が
企

業
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
か

ど
う
か
は
、
す
ぐ
に
は
分
か
ら

な
い
」
と
指
摘
。
ま
た
藤
沼
氏

は
、
コ
ス
ト
面
に
つ
い
て
「
内

部
統
制
に
か
か
る
費
用
を
気
に

す
る
の
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
考
え

方
で
あ
り
、
経
営
者
自
身
が
戦

略
と
し
て
内
部
統
制
を
捉
え
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
主
張
。

ま
た
野
村
教
授
は
「
内
部
統
制

報
告
書
に
虚
偽
記
載
が
あ
れ
ば

罰
則
が
適
用
さ
れ
る
。
最
低
限

や
る
こ
と
は
分
析
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
参
加
者
か

ら
の
「
内
部
統
制
は
ど
こ
ま
で

や
る
べ
き
か
」
と
い
う
に
質
問

に
対
し
、
藤
沼
氏
は
「
最
初
か

ら
完
璧
な
も
の
を
求
め
ず
、
で

き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
け
ば

よ
い
。
コ
ス
ト
は
か
か
る
と
思

う
が
、
結
局
は
企
業
リ
ス
ク
を

少
な
く
す
る
」
な
ど
と
答
え
た
。

約
4
時
間
半
に
及
ん
だ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
開
設
準
備
室
の
高
橋
宏
幸
室

長
の
閉
会
の
辞
で
幕
を
閉
じ
た
。

（
学
生
記
者　

駒
田
恵
＝
法
学

部
２
年
）

パネルディスカッション

熱心に聞き入る参加者
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キ
ャ
ス
タ
ー
講
演
に「
出
会
い
」の
大
切
さ
知
る

学
生
記
者
が
フ
ジ
テ
レ
ビ
放
送
施
設
を
取
材

　

「
Ｈ
ａ
ｋ
ｕ
ｍ
ｏ
ｎ
ち
ゅ
う

お
う
」
の
学
生
記
者
が
10
月
26

日
、
東
京
・
台
場
の
フ
ジ
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
を
訪
ね
、
ス
タ
ジ
オ

や
報
道
セ
ン
タ
ー
な
ど
日
ご
ろ

目
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
放

送
施
設
を
取
材
し
た
。

　

こ
の
日
は
取
材
体
験
の
一
環

と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
学

生
記
者
９
人
が
参
加
。
緊
張
し

な
が
ら
フ
ジ
テ
レ
ビ
に
乗
り
込

む
と
、
ま
ず
送
出
セ
ン
タ
ー
と

副
調
整
室
を

案
内
さ
れ
た
。

　

送
出
セ
ン

タ
ー
に
は
、

放
送
さ
れ
る

す
べ
て
の
映

像
や
音
声
が

集
め
ら
れ
る
。

「
こ
こ
は
テ

レ
ビ
局
の
心

臓
部
な
ん
で

す
よ
」
と
説

明
さ
れ
る
と
、

そ
の
重
み
に

学
生
記
者
た

ち
の
表
情
も

こ
わ
ば
っ
た
。

　

そ
の
後
は
、
報
道
局
へ
。
時

刻
は
夕
方
４
時
。
報
道
局
で
は

『
Ｆ
Ｎ
Ｎ
ス
ー
パ
ー
ニ
ュ
ー
ス
』

前
の
打
ち
合
わ
せ
の
真
っ
最
中

だ
っ
た
。

　

円
卓
の
机
の
周
り
に
メ
イ
ン

キ
ャ
ス
タ
ー
の
安
藤
優
子
さ
ん
、

そ
れ
に
木
村
太
郎
さ
ん
や
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
な
ど
ス
タ
ッ
フ
が
集

ま
り
、
念
入
り
に
話
し
合
っ
て

い
る
。
テ
レ
ビ
の
画
面
か
ら
は

感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
空
気
。

パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
真
剣
に

記
事
を
書
く
「
デ
ス
ク
」
と
い

わ
れ
る
記
者
や
、
報
道
局
内
に

設
置
さ
れ
た
カ
メ
ラ
な
ど
臨
場

感
あ
ふ
れ
る
光
景
に
学
生
記
者

の
目
が
釘
付
け
に
な
っ
た
。

　

朝
の
番
組
『
と
く
ダ
ネ
！
』

や
新
企
画
の
番
組
の
ス
タ
ジ
オ

で
は
、
大
道
具
さ
ん
な
ど
が
準

備
作
業
に
追
わ
れ
て
い
た
。

　

一
通
り
放
送
施
設
の
取
材
を

終
え
た
あ
と
は
、
会
議
室
で
箕

輪
幸
人
解
説
委
員
の
講
演
を
聞

い
た
。
長
年
報
道
の
現
場
で
活

躍
し
、
現
在
は
深
夜
の
報
道
番

組
『
ニ
ュ
ー
ス
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
』

の
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
る
箕
輪

さ
ん
は
、
ニ
ュ
ー
ス
を
発
掘
す

る
報
道
記
者
の
日
々
の
仕
事
の

厳
し
さ
と
、
人
の
信
頼
を
得
る

た
め
に
は
粘
り
強
い
努
力
が
必

要
な
こ
と
に
つ
い
て
話
し
て
く

れ
た
。

　

警
視
庁
詰
め
時
代
、
新
聞
記

者
ば
か
り
可
愛
が
っ
て
い
た
警

察
官
に
信
用
さ
れ
る
た
め
、
箕

輪
さ
ん
は
連
日
連
夜
、
夜
回
り

に
朝
回
り
を
繰
り
返
し
た
。
警

察
幹
部
が
通
う
飲
み
屋
に
張
り

込
み
、
運
よ
く
接
近
す
る
チ
ャ

ン
ス
を
得
た
時
の
喜
び
。
地
道

な
努
力
を
積
み
重
ね
て
、
よ
う

や
く
10
の
う
ち
の
１
を
教
え
て

も
ら
え
た
と
い
う
の
に
、
そ
れ

に
気
付
か
な
い
自
分
の
未
熟
さ
。

　

具
体
的
な
話
に
記
者
と
い
う

職
業
の
厳
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
箕
輪
さ
ん
は
、
そ
れ
で
も

報
道
記
者
を
続
け
ら
れ
る
理
由

を
「
ス
ク
ー
プ
は
一
度
と
る
と

ゾ
ク
ゾ
ク
し
て
や
め
ら
れ
な
い

ん
だ
よ
な
ぁ
」。

　

そ
し
て
、
箕
輪
さ
ん
が
学
生

記
者
に
何
度
も
強
調
し
た
の
が

〝
人
と
の
出
会
い
〞
だ
。

　

「
こ
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
、

い
ろ
ん
な
人
に
出
会
え
る
。
平

凡
で
も
、
キ
ラ
リ
と
し
た
も
の

を
持
っ
た
人
に
出
会
え
た
と
き

に
、
自
分
の
生
き
か
た
を
見
直

す
こ
と
が
で
き
る
。
君
た
ち
学

生
記
者
も
同
じ
だ
よ
。〝
電
話

一
本
で
話
を
聞
け
る
人
が
何
人

い
る
か
〞、
が
マ
ス
コ
ミ
で
働

く
人
間
に
と
っ
て
重
要
な
ん
だ

よ
」

　

小
さ
な
出
会
い
も
大
切
に
、

自
分
を
ご
ま
か
さ
ず
に
相
手
と

向
き
合
う
。
箕
輪
さ
ん
か
ら
教

わ
っ
た
こ
と
が
心
に
残
っ
た
。

今
日
か
ら
実
行
し
よ
う
、
と

誓
っ
た
。

（
学
生
記
者　

山
崎
綾
香
＝
法

学
部
３
年
）

「とくダネ！」のスタジオで
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「
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
」が
運
営
開
始
１
周
年

学
友
会
の
約
60
部
会
が
利
用

　

学
友
会
の
「
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ

ト
」
が
、
10
月
に
運
営
開
始
１

周
年
を
迎
え
た
。

　

サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
と
は
、
４

号
館
と
Ｃ
ス
ク
エ
ア
で
利
用
で

き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の

こ
と
。
２
０
０
０
年
に
Ｃ
ス
ク

エ
ア
の
建
設
が
決
定
さ
れ
た
際
、

学
友
会
の
度
重
な
る
連
盟
会
議

を
経
て
実
現
し
た
。

　

年
１
回
５
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
講
習
会
に
参
加
す
れ
ば
、

サ
ー
ク
ル
棟
と
Ｃ
ス
ク
エ
ア

に
部
屋
を
持
つ
公
認
部
会
は
、

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
活
動
を
視

野
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
大
に
約
130
存
在
す
る
学
友
会

公
認
部
会
（
サ
ー
ク
ル
）
の
代

表
に
は
、
ぜ
ひ
知
っ
て
ほ
し
い

シ
ス
テ
ム
だ
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
運
営
委

員
会
の
今
年
度
委
員
長
の
本
間

和
基
さ
ん
（
商
学
部
３
年
）
に

よ
る
と
、
現
在
は
約
60
部
会
が

サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

い
る
。「
使
う
か
使
わ
な
い
か

は
自
由
だ
が
、
あ
れ
ば
便
利
で

す
。
参
加
す
る
団
体
に
は
、
講

習
会
を
受
け
て
も

ら
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
と
は
い
っ

て
も
、
堅
苦
し
い

感
じ
の
内
容
で
は

な
い
で
す
か
ら
気

軽
に
来
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま

す
」
と
本
間
さ
ん
。

　

活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く

の
と
同
時
に
秩
序
を
も
っ
て
運

営
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

ル
ー
ル
遵
守
が
基
本
。
質
問
は

メ
ー
ル
で
随
時
受
け
付
け
て
い

る
。
ア
ナ
ロ
グ
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
や
直
接
の
コ
ン
タ
ク
ト
な
ど
、

ネ
ッ
ト
委
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
真

剣
だ
。

　

本
間
さ
ん
は
、「
論
文
の
検

索
だ
っ
た
り
、
展
示
会
情
報
の

広
告
だ
っ
た
り
、
ネ
ッ
ト
の
使

い
道
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
些

細
な
存
在
で
は
あ
る
が
、
少
し

で
も
各
団
体
の
活
動
の
助
け
に

な
れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と
話
す
。

そ
こ
に
は
、
学
生
生
活
の
補
助

的
な
存
在
と
な
り
た
い
、
と
の

思
い
が
あ
る
。

　

「
不
備
は
あ
り
ま
す
。
今
は

新
し
い
仕
組
み
を
管
理
す
る
体

制
を
充
実
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
。

何
年
か
後
に
は
し
っ
か
り
し
た

い
い
も
の
に
つ
く
り
上
げ
て
い

き
た
い
」と
本
間
さ
ん
は
、サ
ー

ク
ル
ネ
ッ
ト
の
充
実
を
期
し
て

い
る
。

（
学
生
記
者　

竹
下
奈
穂
＝
経

済
学
部
３
年
）

本間和基さん

　

10
月
28
日
に
多
摩
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と

つ
と
し
て
『
駿
河
台
の
記
憶
』

と
題
し
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
松
尾
高
弘
氏
の

製
作
に
よ
る
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブ
ア
ー
ト
『
光
と
記
憶
の
ジ
オ

ラ
マ
』
と
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示
が
図

書
館
１
階
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
展
示
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
「
見
る
展
示
」
か
ら
「
対
話

す
る
展
示
」
と
い
う
こ
と
で
、

ホ
ー
ル
の
中
央
に
設
置
さ
れ
て

い
る
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ジ

オ
ラ
マ
に
手
を
か
ざ
す
と
、
当

時
の
教
室
や
講
堂
の
様
子
の
画

像
が
大
き
な
白
い
ス
ク
リ
ー
ン

に
浮
か
び
上
が
り
、
校
歌
を
歌

う
歌
声
や
学
生
の
声
な
ど
の
音

声
が
流
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
。

　

観
覧
に
訪
れ
た
卒
業
生
ら
は
、

「
俺
は
こ
こ
で
授
業
を
受
け
た

ん
だ
よ
。
懐
か
し
い
な
ぁ
」
と

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
当
時
の
様

子
を
熱
心
に
語
っ
た
り
、「
狭

い
と
は
思
っ
て
い
た
け
ど
、
本

当
に
狭
か
っ
た
ん
だ
な
ぁ
」
と

懐
か
し
の
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
が
蘇
る

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト『
光
と
記
憶
の
ジ
オ
ラ
マ
』
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当
時
を
感
慨
深
く
振
り
返
っ
た

り
し
て
い
た
。

　

駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
、
駿
河
台
校
舎
正

門
の
「
中
央
大
学
」
の
プ
レ
ー

ト
や
戦
前
戦
後
、
駿
河
台
校
舎

で
使
用
さ
れ
て
い
た
机
や
椅
子

な
ど
の
貴
重
な
資
料
が
展
示
さ

れ
た
。

　

今
で
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
。
一
日

限
り
で
は
あ
っ
た
が
、
卒
業
生

の
心
の
中
に
は
当
時
の
様
子
や

風
景
が
蘇
っ
て
い
た
。

（
学
生
記
者　

上
田
雄
太
＝
文

学
部
２
年
）

２
０
０
０
〜
３
０
０
０
人
だ
っ

た
。
し
か
し
関
学―

立
命
の

ト
ッ
プ
同
士
の
争
い
で
、
勝
て

ば
関
西
の
頂
点
に
立
つ
と
い
う

試
合
の
と
き
、
２
５
０
０
０
人

の
観
客
を
動
員
し
た
」
と
、
関

東
と
関
西
の
ア
メ
フ
ト
人
気
の

違
い
を
紹
介
し
た
。

　

ま
た
、「
中
大
ス
ポ
ー
ツ
を

盛
り
上
げ
る
た
め
に
強
化
す

べ
き
項
目
は
？
」
と
い
う
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
選
手

た
ち
が
「
実
績
・

強
さ
」
を
５
番

目
に
挙
げ
て
い
た

こ
と
に
つ
い
て
、

「
も
っ
と
選
手
本

人
た
ち
が
自
覚
を

持
っ
て
戦
わ
な
け

れ
ば
、
一
般
学
生

は
つ
い
て
こ
な
い

の
で
は
な
い
か
。

強
く
な
い
と
魅
力

が
な
い
」
と
強
調

し
た
。

　

３
度
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
経
験

を
持
つ
田
中
雅
美

　

「
な
ぜ
中
大
生
は
観
戦
に
行

か
な
い
の
か
⁉
〜
中
大
ス
ポ
ー

ツ
を
盛
り
上
げ
る
に
は
」
の

テ
ー
マ
で
、「
第
１
回
中
央
大

学
ス
ポ
ー
ツ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

（
主
催
：
Ｆ
Ｌ
Ｐ
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
企

画
・
運
営
：
河
田
ゼ
ミ
Ａ
）
が

11
月
27
日
、
ク
レ
セ
ン
ト
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
陸
上
競

技
部
・
駅
伝
ブ
ロ
ッ
ク
所
属
の

関
敏
則
さ
ん
（
法
学
部
４
年
）、

読
売
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

清
水
建
さ
ん
（
ア
メ
フ
ト
部
Ｏ

Ｂ
）、
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ス
タ
ー

の
田
中
雅
美
さ
ん
（
水
泳
部

Ｏ
Ｇ
）、
共
同
通
信
社
運
動
部

の
中
西
利
夫
さ
ん
が
出
席
。
吉

村
豊
・
理
工
学
部
教
授
（
前
水

泳
部
監
督
）
の
司
会
で
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。

　

講
演
で
関
さ
ん
は
、
中
大
ス

ポ
ー
ツ
の
課
題
に
つ
い
て
①
施

設
の
整
備
②
宣
伝
・
広
報
③
指

導
者
や
ス
タ
ッ
フ―

の
３
点
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
の
必
要
性
を

指
摘
し
た
。

　

南
平
寮
で
は
、
８
畳
部
屋
に

３
〜
４
人
が
共
同
で
暮
ら
し
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
は
カ
ー
テ

ン
１
枚
、
狭
い
の
で
立
っ
た
ま

ま
入
浴
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

風
呂
な
ど
の
現
状
を
訴
え
、
各

部
単
独
の
寮
を
つ
く
る
べ
き
だ
、

と
提
案
し
た
。

　

宣
伝
・
広
報
に
つ
い
て
は
、

選
手
の
応
援
広
報
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
。
指
導

者
や
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
指
導
に
あ
た
る
大
学
職

員
に
は
「
優
遇
策
で
対
応
す
べ

き
だ
」
と
提
案
し
た
。

応
援
に
行
っ
て
中
大
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

「
第
１
回
中
央
大
学
ス
ポ
ー
ツ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
く

　

清
水
健
さ
ん
は
「
ア
メ
フ
ト

部
で
の
経
験
と
中
大
と
関
西
の

強
豪
ア
メ
フ
ト
部
と
の
違
い
」

に
つ
い
て
講
演
。「
僕
が
選
手

だ
っ
た
頃
、
観
客
は
最
大
で
も

スポーツシンポジウムのパネリスト
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期
務
め
た
の
は
渥
美
東
洋
さ
ん

（
1
代
目
学
部
長
）
と
私
だ
け

で
す
」
と
紹
介
し
た
。
横
山
教

授
は
「
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り

が
、
こ
や
し
に
な
っ
て
み
な
さ

ん
が
伸
び
る
、
そ
う
い
う
学
部

で
す
」
と
語
っ
た
。

　

「
政
策
と
文
化
の
融
合
」
と

い
う
学
部
の
理
念
に
関
し
て
、

大
橋
教
授
は
「
世
の
中
の
変
化

は
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
変
わ
り
目
は
、
ま

た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
、
ま
た

と
な
い
幸
せ
な
こ
と
」と
指
摘
し
、

「
今
ま
で
の
学
問
を
否
定
す
る

わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
新

し
く
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
」
と

強
調
し
た
。

　

横
山
教
授
は
「
人
そ
れ
ぞ

れ
、『
政
策
と
文
化
の
融
合
』

と
い
う
捉
え
方
は
違
う
と
思
う

が
、
私
は
、
文
化
の
な
い
と
こ

ろ
に
政
策
は
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
し
た
う
え
で
、「
ま

ず
価
値
、
文
化
、
歴
史
そ
う
い

う
も
の
を
学
ば
な
い
と
政
策
に

は
携
わ
れ
な
い
」
と
の
考
え
を

示
し
た
。

　

最
後
に
、
総
合
政
策
学
部
の

学
生
に
期
待
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
大
橋
教
授
は
「
リ
ー
ダ
ー

に
な
る
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人

の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
理
解
し

な
く
て
は
い
け
な
い
。
ま
た
、

状
況
を
的
確
に
把
握
し
て
、
将

来
の
方
向
性
を
見
据
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
だ
か
ら
、

こ
の
学
部
で
、い
ろ
い
ろ
な
科
目
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る

意
味
が
あ
る
」
と
語
り
、
社
会

の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
よ
う
期
待

を
込
め
た
。

　

ま
た
横
山
教
授
は
「
一
番
期

待
す
る
も
の
は
、
内
部
に
入
っ

て
、
そ
の
当
事
者
に
な
る
こ

と
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
批
評
家

と
い
っ
た
部
外
者
的
な
も
の
で

は
な
く
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、

当
事
者
に
な
っ
て
、
そ
の
社
会

を
変
え
て
い
け
る
人
に
な
っ
て

欲
し
い
」
と
学
部
学
生
に
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

（
学
生
記
者　

武
田
朋
実
＝
法

学
部
２
年
）

さ
ん
は
、
２
０
０
０
年
の
シ
ド

ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
４
０
０
ｍ

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
で
、
自
分
の

調
子
が
悪
く
、
み
ん
な
の
足
を

引
っ
張
ら
な
い
か
と
不
安
に
感

じ
て
い
た
と
き
、
周
り
が
「
絶

対
に
（
メ
ダ
ル
は
）
取
れ
る
か

ら
」
と
背
中
を
押
し
て
く
れ
た

お
か
げ
で
銅
メ
ダ
ル
を
と
れ
た

話
を
紹
介
。

　

「
１
人
で
は
成
し
得
な
い
こ

と
が
、
仲
間
の
協
力
に
よ
っ
て

実
現
で
き
る
こ
と
を
身
を
も
っ

て
感
じ
た
」
と
述
べ
、
ス
ポ
ー

ツ
の
す
ば
ら
し
さ
を
強
調
。
そ

の
う
え
で
、「
輝
き
を
選
手
た

ち
と
共
に
感
じ
て
ほ
し
い
。
選

手
た
ち
の
泳
ぎ
を
目
で
見
て
、

自
分
た
ち
が
中
大
生
な
の
だ
と

い
う
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
一
般
学
生
に
も
っ
と
応
援

に
行
く
よ
う
に
求
め
た
。

　

中
西
さ
ん
の
講
演
の
あ
と

は
、
来
場
者
の
質
問
に
パ
ネ
リ

ス
ト
が
答
え
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
移
り
、
熱
心
な

質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
最
後
に

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
の
大
久
保

信
行
・
陸
上
部
部
長
が
「
地
域

の
方
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

し
た
い
。
大
学
は
地
域
に
貢
献

す
る
べ
き
も
の
だ
と
考
え
て
い

る
」
な
ど
と
述
べ
て
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
締
め
く
く
っ
た
。

（
学
生
記
者　

池
田
園
子
＝
法

学
部
３
年
）

　

総
合
政
策
学
部
に
つ
い
て
み

ん
な
で
一
緒
に
な
っ
て
考
え
よ

う―
―

と
い
う
催
し「
緑
化
祭
」

（
代
表
：
守
屋
優
さ
ん
＝
総
合

政
策
学
部
３
年
）
が
11
月
26
、

30
の
両
日
開
か
れ
た
。

　

「
政
策
と
文
化
の
融
合
」
と

い
う
理
念
の
も
と
に
総
合
政
策

学
部
が
開
設
さ
れ
た
の
は
、
１

９
９
３
年
で
、
今
年
で
15
年
目

み
ん
な
で
総
合
政
策
学
部
に
つ
い
て
考
え
よ
う

新
旧
学
部
長
が
対
談　

初
の「
緑
化
祭
」開
催

を
迎
え
る
。
今
回
は
総
政
を
よ

り
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
学
生

が
主
体
と
な
っ
て
初
め
て
開
催

し
た
。

　

26
日
に
開
か
れ
た
第
１
部

「
総
発
祭
」
で
は
、
６
団
体
の

学
部
学
生
が
自
ら
学
び
、
活
動

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
講
演
。

30
日
の
第
２
部
「
総
論
祭
」
で

は
、
学
生
に
教
職
員
も
含
め
た

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

と
、
こ
れ
か
ら
の
総
政
に
つ
い

て
横
山
彰
教
授
と
大
橋
正
和
教

授
に
よ
る
新
旧
学
部
長
の
対
談

が
行
わ
れ
た
。

　

大
橋
教
授
は
「
学
部
を
つ
く

る
と
き
が
一
番
楽
し
く
て
大
変

で
し
た
」
と
創
部
当
時
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、「
先
生
の
負

担
が
大
き
く
、
学
部
長
も
２




